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一 
金
融
機
関
が
抱
え
る
不
良
債
権
の
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
関
し
、 

② 

現
在
、
金
融
機
関
が
抱
え
る
不
良
債
権
の
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
全
国
銀
行
協
会
連
合
会
に
よ
る
統
一
開
示
基
準

に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
業
界
の
自
主
基
準
に
基
づ
い
て
い
る
。
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
化
が
喫
緊
の
課

題
と
さ
れ
、
ま
た
住
専
処
理
へ
の
一
般
財
政
資
金
の
投
入
を
含
む
法
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
状
況
下
で
は
、
不
良
債
権
の

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
必
要
性
・
重
要
性
は
以
前
に
も
増
し
て
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
金
融
行
政
の
透
明
性
を
高

め
、
市
場
規
律
を
生
か
し
て
い
く
た
め
に
も
、
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
を
法
的
規
制
に
よ
っ
て
義
務
付
け
る
こ
と
は
有
力 

① 

平
成
四
年
十
二
月
に
発
表
さ
れ
た
金
融
制
度
調
査
会
・
金
融
機
関
の
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
関
す
る
作
業
部
会
中
間

報
告
「
金
融
機
関
の
資
産
の
健
全
性
に
関
す
る
情
報
開
示
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
は
、
各
金
融
機
関
が
抱
え
る
不
良
債
権

の
総
額
に
つ
い
て
の
開
示
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
具
体
的
な
開
示
基
準
等
に
つ
い
て
も
記
述
し
て
い
る
。
不
良
債

権
の
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
は
、
金
融
制
度
調
査
会
を
諮
問
機
関
に
置
く
大
蔵
省
の
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
関
す
る
見
解
、
ま
た
不
良
債
権
の
開
示
の
あ
り
方
に
対
す
る
考
え
方
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 日

本
の
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融
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す
る
質
問
主
意
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二 

我
が
国
の
銀
行
法
を
は
じ
め
と
す
る
金
融
関
係
業
法
に
お
い
て
は
、
会
計
帳
簿
等
に
お
け
る
虚
偽
の
記
載
、
あ
る
い
は
行

政
へ
の
虚
偽
の
報
告
を
行
っ
た
場
合
の
罰
則
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
で
あ
り
、
法
人
等
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
ま

た
、
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
関
連
す
る
罰
則
は
、
取
締
役
等
に
つ
き
百
万
円
以
下
の
過
料
で
あ
り
、
信
用
金
庫
・
信
用
組

合
に
つ
い
て
は
公
告
義
務
が
な
い
こ
と
か
ら
罰
則
規
定
は
な
い
。
商
法
に
お
い
て
、
貸
借
対
照
表
等
の
不
実
記
載
等
に
対
す

る
罰
則
は
取
締
役
等
に
つ
き
百
万
円
以
下
の
過
料
、
証
券
取
引
法
に
お
い
て
、
重
要
な
事
項
に
係
る
虚
偽
の
有
価
証
券
報
告

書
提
出
に
対
す
る
罰
則
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
併
科
、
法
人
に
対
し
て
は
三
億
円
以 

③ 

現
在
、
地
方
銀
行
・
第
二
地
方
銀
行
、
協
同
組
織
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
、
都
市
銀
行
と
同
一
水
準
で
の
不
良
債
権
の

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
ノ
ン
バ
ン
ク
が
抱
え
る
不
良
債
権
に
つ
い
て
は
、
実
態
の
概
要
す

ら
明
確
で
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
全
て
の
金
融
機
関
に
対
し
て
同
一
水
準
の
不
良
債
権
の
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
が
必

要
で
は
な
い
か
。
ま
た
今
後
、
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
を
法
的
規
制
に
よ
っ
て
義
務
付
け
る
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
金
融
機

関
を
も
対
象
に
含
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
き
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

な
対
応
策
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
き
、
現
時
点
で
実
施
さ
れ
て
い
な
い
理
由
及
び
今
後
の
実
施
可
能
性
等
に
対

す
る
考
え
方
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

 

五 

下
の
罰
金
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
金
融
機
関
に
よ
る
虚
偽
の
報
告
等
に
対
す
る
現
行
の
罰
則
規
定
に
関
し
、
特
に
法

人
へ
の
罰
金
が
低
く
、
犯
罪
抑
止
の
効
力
に
欠
け
る
と
す
る
意
見
が
あ
る
。
ま
た
、
例
え
ば
米
国
の
連
邦
刑
法
に
お
い
て 

 

は
、
虚
偽
記
載
に
対
す
る
罰
則
は
、
百
万
ド
ル
以
下
の
罰
金
若
し
く
は
三
十
年
以
下
の
懲
役
又
は
併
科
と
な
っ
て
お
り
、
我

が
国
の
刑
罰
が
著
し
く
軽
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。
今
後
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
金
融
犯
罪
へ
の
対
応
を
も
考
慮

に
入
れ
て
、
罰
則
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
き
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る 

 

か
。 

三 

昨
年
三
月
の
政
府
の
規
制
緩
和
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
我
が
国
の
金
融
・
資
本
市
場
を
巡
る
諸
規
制
も
徐
々
に
撤
廃
あ
る

い
は
緩
和
の
方
向
に
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
合
致
し
た
、
更
な
る
金
融
・
資
本
市
場
の
整
備
が
求
め
ら
れ

る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
デ
ノ
ミ
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
先
進
国
通
貨
の
通
用
力
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
、
特
に

ア
ジ
ア
地
域
で
の
円
の
国
際
化
に
効
果
的
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
あ
る
。
デ
ノ
ミ
の
実
施
、
円
の
国
際
化
、
及
び
両
者
の
因

果
関
係
等
に
関
す
る
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


